都市減災研究センター（UDM）について

本報告書は、工学院大学総合研究所・都市減災研究センター（Research Center for Urban Disaster Mitigation；略称は UDM）の2009年度の研究成果をとりまとめたものです。当センターは、震災時における建築・都市の減災と機能継続に関する研究拠点を形成することを目的とし、文部科学省私立大学学術高度化推進事業・学術フロンティア推進事業による「地震防災および環境共生性に関する新技術の研究開発(EEC)」（2001～2005）、および「地震防災および環境共生に関する新技術の応用に関する研究(Post EEC)」（2006～2008）の後継プロジェクトとして、2009年度より６年計画でスタートしました。
当センターは、図１および表１に示すように建築・機械・電気・情報系の学内２９名、及び大勢の学外研究者との共同研究により、５つの研究テーマと、その下の計１２の小課題による研究推進体制を形成しています。さらに各テーマで行われる実験や防災訓練の実現には、学内外の多数の研究協力者や防災担当者の協力を頂き、実践的な防災・減災対策の推進を行える体制を整えています。EEC/Post EECの研究成果を踏まえ、都市型建築・設備の耐震診断・改修などハード面での１次災害の低減に加え、震災廃棄物の再利用、地域連携による非常時通信・情報共有体制の構築、高層建物・街区での防災計画・訓練の実施などソフト面での２次災害の低減を推進し、建築・都市の速やかな機能回復を可能とするための研究を推進しています。得られた成果は本学の位置する新宿（都心部）と八王子（郊外）において地元自治体、地域住民・事業者、医療機関等との連携による地域防災計画・マニュアルの策定や総合防災訓練の実施などの活動に利活用し、さらにセミナー・ワークショップなどを通して防災教育にも広く貢献しています。地震災害リスクを抱える大都市はわが国だけでなく、世界共通の課題であり、世界的にも先導的な研究拠点の形成が可能になると考えています。
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地震防災・環境研究センター（ EEC ： 2001 - 2005 、 Post EEC ： 2006 - 2008 ）  

グループ１：建物・設備の補強・   改修保全   テーマ１   都市型建築 対策 （４ 課題）   テーマ２   建築 設備対策 （２ 課題）  

成果   活用  

事業名：建築・都市の減災と震災時機能継続に関する研究拠点の形成  

ハード面からの１次災害低減  

ソフト 面からの ２ 次災害低減 ・機能継続  

自治体（新宿区・八王子市 など ） や 地域住民・事業者等と の連携 、成果 の利活用  

成果活用  

グループ２：震災廃材利活用   テーマ３   震災廃棄物の再資源 ・ 高機能化 （１小課題）  

グループ３：地域連携・   情報共有・機能維持   テーマ ４   非常時通信（２課題）   テーマ ５   共助・ 機能維持（３課題）  

連携・成果活用  

施設・成果の活用  

成果活用  


図１　都市減災研究センター（UDM）における研究関連図

表１　都市減災研究センターにおける研究テーマと小課題、及び学内担当者（2009年度）
	テーマ１
	都市型建築の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進

	1.1
	首都圏直下地震・活断層等による強震動予測と超高層建物等の減災対策
	久田嘉章、山下哲郎

	1.2
	鉄筋コンクリート造建築の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進
	近藤龍哉、小野里憲一

	1.3
	体育館の耐震性能評価と補強法に関する研究
	山下哲郎

	1.4
	都市型木造建物・伝統木造建物の耐震診断・補強法の開発と推進
	宮澤健二、後藤 治

	テーマ２
	建築機能維持施設の効果的な耐震補強・改修法の開発と推進

	2.1
	建築の非構造部材・設備の耐震補強と改修
	大橋一正、山下哲郎
三好勝則、久保智弘

	2.2
	建築のライフライン設備の耐震性向上と長寿命化
	小久保邦雄、後藤芳樹

小林光男、一之瀬和夫

	テーマ３
	震災廃棄物の再資源化と高機能化

	3.1
	震災廃棄物の再資源化と高機能化
	阿部道彦、田村雅紀、後藤 治

	テーマ４
	災害対策拠点の分散化を支援する耐災害性の高い電源・通信システムの開発

	4.1
	災害対策拠点の分散化を支援する耐災害性の高い通信システム
	淺谷耕一、小林亜樹

山口実靖、水野 修

	4.2
	分散型非常用電源供給システムの構築
	荒井純一、佐藤光太郎
小林 幹、市川紀充

大竹浩靖、雑賀 高

	テーマ５
	自治体・地域協働による震災時の都市機能維持

	5.1
	震災時における医療・福祉等施設の機能維持
	山下てつろう
長澤 泰、村上正浩

	5.2
	超高層建築の防災計画・事業継続計画
	久保智弘、久田嘉章

村上正浩、三好勝則
吉田倬郎

	5.3
	地域防災拠点を核とした防災街区の形成と都市機能継続モデルの構築
	村上正浩、久田嘉章
久保智弘


当センターで得られた成果は関連学協会での公表に加え、報告書やホームページ、シンポジウムやワークショップなどで広く公開し、皆様の忌憚無いご意見を頂きたいと考えています。今後とも当センターのご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2010年3月　センター所長 　久田嘉章

都市減災研究センター（Research Center for Urban Disaster Mitigation）
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